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重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島
等
に
お
け
る
土
地
等
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び
利
用
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律

案
（
閣
法
第
六
二
号
）
（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

本
法
律
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
政
府
は
、
重
要
施
設
の
施
設
機
能
及
び
国
境
離
島
等
の
離
島
機
能
を
阻
害
す
る
土
地
等
の
利
用
の
防
止
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
重
要
施
設
の
敷
地
の
周
囲
お
お
む
ね
千
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
及
び
国
境
離
島
等
の
区
域
内
の
区
域

で
、
そ
の
区
域
内
に
あ
る
土
地
等
が
当
該
重
要
施
設
又
は
当
該
国
境
離
島
等
の
機
能
を
阻
害
す
る
行
為
の
用
に
供
さ
れ
る
こ

と
を
特
に
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
、
注
視
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
注

視
区
域
内
に
あ
る
土
地
等
の
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

三
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
注
視
区
域
内
に
あ
る
土
地
等
の
利
用
者
が
当
該
土
地
等
を
重
要
施
設
又
は
国
境
離
島
等
の
機
能
を
阻

害
す
る
行
為
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
明
ら
か
な
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
土
地
等
利
用
状
況
審
議
会
の
意
見

を
聴
い
て
、
当
該
土
地
等
の
利
用
者
に
対
し
、
当
該
土
地
等
を
当
該
行
為
の
用
に
供
し
な
い
こ
と
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と



二

る
べ
き
旨
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
勧
告
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該

勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
者
に
対
し
、
当
該
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
注
視
区
域
に
係
る
重
要
施
設
又
は
国
境
離
島
等
に
つ
い
て
、
そ
の
機
能
が
特
に
重
要
な
も
の
又
は
そ

の
機
能
を
阻
害
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
重
要
施
設
又
は
国
境
離
島
等
に
よ
る
機
能
の
代
替
が
困
難

な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
注
視
区
域
を
、
特
別
注
視
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
別
注
視
区
域
内
に

あ
る
一
定
面
積
以
上
の
土
地
等
に
関
す
る
所
有
権
等
の
移
転
等
を
す
る
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
当
事

者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、
内
閣
府
に
、
土
地
等
利
用
状
況
審
議
会
を
置
く
。

六
、
三
の
命
令
違
反
等
に
対
す
る
罰
則
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
。

七
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
一
及
び
五
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

八
、
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。


